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特別支援教育実践センター研究紀要　第11号，81-90，2013

＜実践研究＞

吃音のある児童のグループ指導を巡ってⅡ：指導案と実践の場

* 元東京都西東京市立保谷小学校

中村　勝則 *

　中村（2012）は，グループ指導の考え方を児童・保護者・担当教師三者のそれぞれを視点に据えて考察し
た。本論文では，その考察を深めながら，実践的な視点でいくつかの指導案を提示した。その上で，児童が
安心して，それぞれの児童らしく生き生きと活動するには，グループ活動の場にどのような雰囲気が醸し出
されるとよいのかを考察した。

キーワード：グループ活動の意義，指導の継続性，グループ指導の指導案，場の雰囲気

Ⅰ．はじめに

　中村（2012）は，グループ指導のプロセスを次のよ
うに考えた。

1）第１段階：知り合う：回を重ねる中で，お互い
がより深く知り合い，第５段階を準備する。

2）第２段階：知識を共有する：「どもるって？」，
「吃音知識クイズ」などを通して。

3）第３段階：吃音体験を語る：「こんな時，どうし
た」など。

4）第４段階：吃音体験等を話し合う：「こんなこと
があったのだけれど」，「吃音相談会」など。

5）第５段階：自主的につき合う：卒業後連絡を取
り合う，言友会の中高生の集いへの参加など。

　しかし，通級する吃音のある児童は，年度途中にも
加わり，また，終了する児童もおり，年度ごとにグルー
プを構成する児童が異なることが多い。また，担当教
師の異動が多いことも事実である。従って，現状は「継
続的」に指導を行うことは難しい。とはいえ，「継続
的な視点」をそれぞれの吃音のある児童に応じて担当
教師として持っている必要があろう。
　本論文では，著者が行ったグループ指導の指導案を
一つのモデルとして提示し，実践を通して得られた反
省を通して，グループ指導の実践を通して感じられた

「場の雰囲気」について考察した。
　なお，各指導案においては，児童の活動は省略した。
というのは，児童がどのような発言をするのかは，ま
さにその時のその場の雰囲気にあると考えるからであ
る。また，「・・・のような発言が出ることがよい。」

という評価がなされることは，児童それぞれの心の動
きを見えにくくする恐れを感じるからである。

Ⅱ．グループ指導の意義

１．改めてグループ指導の意義を考える
　中村（2012）は，小林（2009）による「小集団指導
の優れた効能」に依って４つの効能を述べた。本論文
で，はそれらを広げた形で５つ述べる。

1）孤立からの脱却：「一人じゃないんだ。よかっ
た。」などの実感。

2）共感と共鳴，羨望：「そう，わかるわかる。」「あ
あ，いいな。うらやましいよ。」など。

3）コミュニケーションについての洞察：「どもって
いても，伝わるんだ，伝えられるんだ」など。

4）表現についての考察：「ああ，そんな風に言えば
いいんだ。」など。

5）比較による自己省察：「ぼくより，楽にどもって
る，或いは，辛そうだ。」など。

　上記1）～ 5）は，すべてがどこかでつながってい
る気がしている。例えば，「ぼくより辛そうだけど，
みんなの前でちゃんと話せるんだ。すごいなぁ。いい
なぁ。」といった思考である。このような思考の道筋
がグループ活動中に幾筋にも形成されているのではな
かろうか。その中では，羨望や自分に対する失望や鼓
舞など，様々な思いがわき起こっては消える。このよ
うな思考の展開がグループ活動のダイナミックさでは
なかろうか。

２．改めて継続性の意義の視点を考える
　これまでにグループ指導は（年度を越しては）継続
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行った。その指導案と使用した教材の一部を紹介する
（資料1 ～ 4）。なお，この指導案のように指導者が設
定したグループ指導の他に子どもたちが主体的に申し
出るグループ活動が，通級時間を合わせることでは自
然に生じる利点がある。

Ⅳ．年間計画でのグループ指導例（東京都Ｋ
区立Ｎ小学校ことばの教室の実践より）

　年間行事計画で指導日を設定して行った。初年度３
回の指導案とその時の教材の一部を紹介する（資料5
～ 7）。なお次節では，グループ指導の効果の一端を
具体的に浮かび上がらせるために，年度末に担当教師
間で話し合われた反省と考察を紹介する。

Ⅴ．東京都Ｋ立Ｎ小学校ことばの教室の実践
を通して得られた反省と考察

　東京都 K 立 N 小学校ことばの教室の実践を通して
得られた反省を以下に列挙する。本実践は，担当者に
とって初めての吃音グループの指導であったため，手
探りで指導を組み立て展開した。しかし，参加した子
どもたちの前向きな姿勢に助けられて次のような成果
を上げることができたと考えている。

①子どもたちそれぞれが自分らしく活動に楽しく取
り組めたことが，どの児童も活動の自己評価の「す
ごく（楽しかった）」にチェックしていたことか
らわかった。

②「相談の手紙」を通して，吃音に関して子どもが
どのように考えているのかがわかった。教師とし
て「そのようなことを考えていたんだ。」という
発見でもあった。

② - ２このグループの構成メンバーにとって「相談
の手紙」は，話題を提供され，子どもが自分の考
えを　自由に述べる上で有効であった。（年下の
児童への相談に応じられる先輩という立場がよ
かったのではないか。）

② - ３相談があって，それに答えて，返事をもらっ
てという流れが，３回の活動を単発的なものでは
なく，一貫した流れのある活動としたことが一つ
の継続性を保証したのではないだろうか。

③個別指導の中では見られない子どもの姿を見るこ
とができた。

④子ども同士が仲良くなった。子どもによって，仲
良くなった子に手紙を書いたり，その子がいつ来
るのか（通級日）を担当者に尋ねたりする姿が見

しにくいということが言われてきた。しかし，これは，
教員側の視点であろう。子ども側の視点から見た場合，
どうなのだろうか。この点について簡単に考察する。
つまり，グループの構成員は変わっても，何年かにわ
たってグループ指導に参加している子どもの視点に
立って，継続性の意義について考える。
　例えば，吃音の知識クイズを行う場合，初年度は回
答者であったが，翌年は出題者の役をこなせる可能性
がある。また，吃音に対する心情を語る場では，初年
度とは違った思いを語るかもしれないし，吃音相談会
などではより細やかな表現で，回答する可能性もあ
る。さらに，エンカウンター的なゲームでは，低学年
をリードする姿を見せるかもしれない。
　これらは，児童の中に培われた経験によるものであ
り，このような形での継続性が広義としては言えるの
ではなかろうか。このように考えると，構成メンバー
が年度ごとに違ってもグループ活動を続けることに意
義があると言えよう。教師側の理屈を超えた所で子ど
もたちは吃音と向き合い続けているのであろう。

３．グループ活動の設定
　グループ活動には，大きく２つの方法が考えられ
る。ひとつは「通級時間帯を合わせたグループ指導」
である。今ひとつは「年間計画でのグループ指導」で
ある。
　「通級時間帯を合わせたグループ指導」は少なくと
も最低１年間は同じメンバーでも活動が可能であり，
活動回数も取ろうと思えばかなり設定できる。とはい
え，個別の課題はどの児童にもあるので，すべてをグ
ループ指導によってカバーできるとは言えず，個別指
導とグループ指導のバランスを考えながら進めていく
必要があろう。また，利点として，子どもたちの関係
が深まる中で自主的なグループ活動が生じることがし
ばしば見受けられる。
　「年間計画でのグループ指導」は年に何回かを計画
して行われるものであり，多くの教室で行われている。
　どちらの場合も，指導案に関しては基本的には同じ
であると考えるが，それぞれの指導案例を以下に述べ
ることとする。

Ⅲ．通級時間帯を合わせたグループ指導の指
導案例（東京都Ｎ市立Ｈ小学校ことばの教室
の実践より）

　前年度保護者と話し合い，同じ時間帯に通級時間を
設定した３人の吃音のある児童のグループ指導を４回
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やかな」雰囲気と言えようか。むろん，そのような雰
囲気を醸し出す触媒となるのは，吃音のある児童の支
援に対する支援者の考え方（価値観）である。
　一方，この支援者の価値観は，グループ指導を通し
て磨かれもする。というのは，グループ指導を行いな
がら，常に感じられるのが，「子ども同士の自然な気
遣い」だからである。このような言い方が適切かどう
かはわからないが，そのような気遣いは，これまでに
それぞれの子どもが体験したことに根ざした「痛み分
け」から自ずと生じるのでないだろうか。この子ども
がさりげなく行う「気遣い」には支援者として学ぶべ
きところが多いと考えている。主観的ではあるが，こ
とばにできるものとことばにはできないものとによっ
て成り立っているだろう一人一人の子どもの吃音体験
に深く根ざした心の動きがそのような気遣いとなって
自然に現れるのではないかと思われる。そして，この
ような気遣いを支援者が敏感に感じ取り，場の雰囲気
作りに活かせるかどうかが，グループ指導の質を左右
するような気がする。
　グループ活動の構成員全員それぞれの気遣いの上
に，支援者と吃音のある子どもとの「楽しく，和やか
な」コラボレーションが自分を省みる安心となってい
くのではなかろうか。私としてはそのような思いを強
くもっている。
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られた。これはコミュニケーション活動の発展で
あるととらえることもできると思える。

⑤活動の方法を子どもそれぞれの行動特徴に応じる
ように心がけたことで子どもたちそれぞれの参加
のしやすさを作り出せた（緘黙の子のための非言
語的コミュニケーションの共通理解・発達障害傾
向がある子の行動に対する寛容な対応）。

⑥構成人数が３人以上であったため話し合いができ
たと考える。

⑦話し合いの時間をゲーム活動後の茶話会に設定し
たことで，場の切り換え，気分の切り換えがスムー
ズにできた。

⑧ことばだけではなく表情や身体の動きなど非言語
的な表現を読み取ることが，子どもの思いを汲み
取ることになり，そのことが子どもが活動に積極
的に取り組む姿勢を育てる大切な視点であること
が理解できた。このような担当者の姿勢が，自己
評価「自分の思っていることを話せた？」項目に
おいて，緘黙の G 児が１・２回目は「あまり」
であったが，３回目の活動では「ふつう」をチェッ
クしたことや，どの子にも活動を「楽しい」と感
じさせたひとつの理由ではないかと考える。

⑨３回の活動の構成を一定の流れにしたことで子ど
もたちは活動の見通しが持てたようだ。

⑩３回目は，子どもたちが集合時間に全員が集まれ
なかった（都合で遅れる子がいた）。そのため，
予定の活動時間が確保できず，メインとして考え
ていた【吃音クイズ】ができなかった。これは，ゲー
ムの扱いを指導案通りに行ってしまったことによ
る。何がメイン活動かを考慮して，ゲームの数を
減らしたりして時間の配分を柔軟に考えていく必
要があろう。

Ⅵ．まとめ−よきコラボレーションを醸し出
す場の雰囲気について−

　グループ活動の実践を通して感じられた「場の雰囲
気」について考察する。
　子どもの姿を見ていると，活動の場では口に出せな
いけれども，心の中では様々な思いを去来させている
ことが感じられる。グループ活動という体験を通して
引き起こされるこのような自己省察が子どもが自分自
身と自分の吃音に向き合うためにとても大切な役割を
果たしていると考えられる。そして，その省察を方向
付ける１つの要因が「場の雰囲気」ではないかと思う。
それは，「さりげない気遣いにあふれた，楽しく，和
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Ⅳ．指導室：グループ　第二指導室
　　　　　　個　　別　各児童の指導室
Ⅴ．グループでの主な指導：
　１．吃音にかかわる話し合い
　２．話し方にかかわる話し合い
　３．その他の話し合い（児童からの提案による話し

合い等）
　４．ゲーム会
Ⅵ．活動日程：原則として隔月
Ⅶ．活動内容

資料1　第１回吃音クループ指導案
Ⅰ．ねらい：
　初めてのグループ活動であること，また，本グルー
プ独自の実態（３人とも同学校同学年・ＡとＢは同ク
ラス・ＡとＣは同じスポーツチームのメンバー）を踏
まえ，それぞれの児童の考えを尊重しながら，今後の
グループ活動の方向性を見出す。
Ⅱ．構成メンバー：児童３名（２年生）・担当教師３
名（各児童担当者）
Ⅲ．時間設定：

える際の一助とする。
Ⅱ～Ⅳは第１回に同じ。
Ⅴ．活動内容

資料2  第２回吃音グループ指導案
Ⅰ．ねらい：
　吃音について今わかっていることを知識としてもつ
ことによって，誰かに聞かれた時の答え方について考



   

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

     

 

  

 

  

  

  

  

  

  

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

   

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

     

 

  

 

  

  

  

  

  

  

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

【質問短冊】 【回答カード貼り付け短冊　Ｑ4 ～Ｑ7】

＊この他に各児童の名前カードを用意し，三択回答の下に貼り付けさせた。
＊回答短冊の下の答えはあらかじめ隠しておき，回答が出そろったときに開けた。
＊質問と解答に対して，教師が具体的なコメントを入れた。
＊児童からの質問やつぶやきから，話し合いのきっかけを作るようにした。

第２回グループ指導で使用した教材例
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資料3　第３回吃音グループ指導案
Ⅰ．ねらい：
　状況に応じて吃音に対してどのような思いが起こる

かを考えながら，自分の吃音観をとらえる。
Ⅱ～Ⅳ　第１回に同じ。
Ⅴ．活動内容



【質問短冊】

＊この他に各児童の名前カードを用意し，三択回答の下に貼り付けさせた。
＊児童からの質問やつぶやきから，話し合いのきっかけを作るようにした。

【回答短冊】

 3:00                                    4:00
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Ⅱ．構成メンバー：第１回に同じ
Ⅲ．時間設定：

Ⅳ．指導室：プレールーム
Ⅴ．活動内容

Ⅵ．準備：①サッカーゲーム盤（２セット）②会次第
　　　　　③トーナメント表と抽選用トランプ（１～６）
　　　　　④掲示用ルール　⑤メダル（１位から３位）
　　　　　⑥賞品　⑦マイク　⑧記録用ビデオ

＊年度の最後は，児童３名，教師３名計６名によるトー
ナメントゲームを行った。吃音には一切触れずにコ
ミュニケーションを楽しむことをねらいにしたもので

ある。
　吃音にとらわれないで，ゲームを楽しむことも吃音
のある児童のグループ指導には大切であると思われる。

資料5　第１回グループ指導案
Ⅰ．ねらい：

１．グループによる活動を通して，コミュニケーショ
ン力を育てるとともに，吃音がある子どもたち

資料4　第４回吃音グループ指導案
Ⅰ．ねらい：
　①本年度のまとめとしてのグループ遊びを行いなが
ら，グループ内での各児童のコミュニケーション態度
の評価を行い，次年度の指導の資料とする。
　②興奮性の高い活動の中でも吃音に囚われない自由
なコミュニケーション活動を行う自分を養う。



＊評価の視点：①グループ活動を通してコミュニケーションを図り，交流を深めることができたか。
　　　　　　　②吃音について話し合うことができたか。
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同士の交流を図る。
２．吃音について話し合う姿勢を育てる。

　＊子どもに向けてのねらい：たのしくすごそう
　　　　　　　　　　　　　　なかよくあそぼう
　　　　　　　　自分の思っていることを話そう

＊音声言語に囚われず，非言語的コミュニケーショ
ンを含めて

Ⅱ．指導日時：＊年＊月＊日（＊）・・時～・・時
Ⅲ．構成メンバー：（児童４名・教師６名）
　　児　童　　　：＊小学校３年　Ａ
　　　　　　　　　＊小学校２年　Ｂ
　　　　　　　　　＊小学校２年　Ｃ
　　　　　　　　　＊小学校２年　Ｄ
　　指導者　　　：ａ・ｂ・ｃ
　　観察・記録等：あ・い・う
Ⅳ．指導室：プレールーム

Ⅴ．保護者待合室：第・指導室
Ⅵ．グループでの主な指導：

１．はじめの会　①参加者紹介　②めあての確認
　　　　　　　　④今日の活動について
２．活動：新聞ゲーム
３．茶話会：相談お手紙
４．おわりの会

Ⅶ．準備：①めあて　②ルールを書いた紙
　　　　　③トーナメント表　④振り返りシート
　　　　　⑤名札シール　⑥メダル（金，銀，赤，青）
　　　　　⑦新聞紙　⑧相談の手紙　⑨記録ビデオ
　　　　　⑩記録写真　⑪連絡帳
　　　　　⑫保護者へのお茶準備 
Ⅷ．通知：１．在籍校：実施２週間前に送付
　　　　　２．児童へのお知らせ：実施３週間前に
Ⅸ．活動内容：支援，配慮点等は第２回指導案を参照
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⑱：片足立ち 10秒で⑲へ

⑲：必ず止まる。
さいころの目３でゴールへ

中村　勝則
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資料6　第２回グループ活動指導案
Ⅰ～Ⅴは，第１回に同じ。
Ⅵ．グループでの主な指導：
　１．はじめの会　①参加者挨拶　②めあての確認
　　　　　　　　　③手紙の返事の紹介
　　　　　　　　　④今日の活動について
　２．活動：人間双六
　３．茶話会：相談お手紙
　４．おわりの会
Ⅶ．準備：
　①名札　②めあて短冊　③返事の手紙

　④相談の手紙　⑤人間双六の説明プリント
　⑥さいころ
　⑦すごろくの中での活動表示：指示内容（20項目）
　⑧順位表と児童名カード　⑨メダル　⑩児童用お茶
　⑪振り返りカード・シート（掲示用）
　⑫グループ活動用連絡帳　⑬筆記用具・便せん
　⑭教師用反省用紙　⑮記録ビデオ
　⑯保護者へのお茶準備　⑰資料保管
　会場設営：会場　担当３名　・記録担当　記録器機

準備　・保護者担当　お茶準備
Ⅷ．通知：第１回に同じ
Ⅸ．第２回吃音 G 活動展開案

Ⅹ．評価
１．子どもたちのコミュニケーションのあり方はど

うだったか。
＊各自が持ち味を活かしてかかわっていたか。

＊自分らしい表現活動をしていたか。
＊主体的に活動を展開したか。

２．手紙を通して，吃音について抱いている思いを
語れたか，表現できたか。



第２回グループ活動：双六命令書

相談の手紙例  

 

 わたしは  ようちえんの  たんぽぽぐみで

す。らいねん、いちねんせいに  なります。 

 

  いま、とっても  こまっている  ことが 

あります。ことばが  なかなか  いえない  こ

とです。くちが  ごわごわして  したが  ぎゅ

っと  かたまって  しまいます。いっしょうけ

んめい  いうのですが、「わっ・わっ・わっ・わ

たし・・・」みたいに  なって  しまいます。

ともだちに  わらわれて  ないた  ことも 

あります。 

 

  おかあさんも  おとうさんも  せんせいも 

しんぱいして  います。 

 

  こんな  ふうに  なるのを  やめたいので

す。でも、どうしたら  いいか  わかりません。

おしえて  ください。おねがいします。 

 

２０１０ねん９がつ１５にち 

 

 

 ことばのきょうしつの  おねえさんたちへ 

 

  わたしのてがみを  よんでくれて  ありが

とう。 

  それから  おへんじも  ありがとう。 

  とっても  うれしかったです。 

 

  わたしも  おねえさんたちのように 

「わざとじゃないから  そうやっていわない

で」って 

  ゆうきをだして  ともだちにいってみまし

た。 

  うまくいきました。 

 

  これからも  また  そうだんにのってくだ

さい。 

  おねがいします。 

 

２０１０ねん１１がつ１８にち 

吃音のある児童のグループ指導を巡ってⅡ
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【活動場面の設定】

茶話会・終わりの会はじめの会・活動

中村　勝則
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資料7　第３回グループ活動指導案
Ⅰ～Ⅴ：第１回に同じ。
Ⅵ．グループでの主な指導：
　１．はじめの会　①参加者挨拶　②めあての確認
　　　　　　　　　③手紙の返事の紹介
　　　　　　　　　④今日の活動について
　２．活動：①ことばあそびゲーム
　　　　　　　ａ：ことば作りゲーム（５問）
　　　　　　　ｂ：ジェスチャー（５題）
　　　　　　②吃音クイズ（５問）
　３．茶話会：グループ活動について感想・意見交換
　４．おわりの会
Ⅶ．準備：

　①名札　②めあて短冊　③返事の手紙
　④今日の活動予定表　⑤ゲーム説明書
　⑥ことば作りゲーム用ひらがなカードと解答用紙・シート
　⑦ジェスチャー用出題カード
　⑧ジェスチャー用解答用紙・シート
　⑨吃音クイズ問題掲示　⑩名前カード
　⑪振り返りカード・シート（掲示用）　⑫筆記用具
　⑬児童用お茶　⑭グループ活動用連絡帳
　⑮反省用紙　⑯記録ビデオ　⑰保護者へのお茶準備
　会場設営：会場：担当３名　・記録担当：記録器機

準備　・保護者担当：お茶準備
Ⅷ．通知：第１回に同じ。
Ⅸ．活動内容

【ゲーム説明】
　①ことば作り：ばらばらに置かれたひらがなを組み 

合わせて，一つのことばを作る。
　各児そのことばを解答用紙に書き，発表。
　②ジェスチャー：指導者のするジェスチャーを読み

取り，各児解答用紙に書き発表。
　③吃音クイズ：吃音についての三択問題について答

える。名前カードを貼って解答。
　　１：吃音症状の３つの形　２：百人に何人

　　３：吃音の原因　４：日本だけか　５：波
Ⅹ．評価
　１．子どもたちのコミュニケーションのあり方はど

うだったか。
　　＊各自が持ち味を活かしてかかわっていたか。
　　＊自分らしい表現活動をしていたか。
　　＊主体的に活動を展開したか。
　２．今年度の活動について自分なりの評価ができて

いたか。


